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KEY WORD　-　DVテープ　タイムライン信号　

 　デジタルビデオカメラで撮影するときに、テープに
は自動的にタイムライン信号が書き込まれます。

 このタイムライン信号はプレミアを使ってビデオ編集
をするときに、取り込む画像の「始め」や「終わり」
の位置を知る大切な信号なのです。

 　しかしこのタイムライン信号は一度テープをカメラ
から取り出すと、次にそのテープを入れたときに、ま
た０からのスタートとなります。

    そのため、同じテープのなかに同じ「タイム」がい
くつかできてしまい、画像を取り込むときにトラブル
が起こる原因になります。

■キャプチャ画面には、取り込む画像の
「タイム」が表示されています

＜タイムライン信号を書き込んでおかなければ＞

タイムライン信号

０からスタート また０からスタート

■新しいテープを撮影の前に一度カメラに入れ、映像･音声が入らないようにして最後まで録画状態で
走らせれば、「タイムライン」が書き込めます。

 「タイムライン」は一度書き込めば消えることはありません

テープを取り出して、もう一度入れると

＜一度タイムライン信号を書き込んでしまえば＞

タイムライン信号

０からスタート 0に戻らず、続きから

テープを取り出して、もう一度入れても

レンズにキャップ

外部マイクのアナに変換アダプターなど


